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１月１０日㈬に「国際交流の夕べ」と題して本学外国人留学生との交流
会を開催いたしました。
恒例のこの行事は、外国人留学生・研究生とその家族、支援団体・ボ
ランティアの方々そして吉川学長をはじめとする学内関係教職員に学部
学生(混声合唱団)という本学の国際交流に関係する方々の交流の場とな
っており、参加者は総勢86名となりました。
来賓代表として草津市国際交流協会会長の山本 敏夫様の御挨拶の
後、国際交流担当の村山理事の乾杯の音頭で宴は始まり、今回は３名の
留学生があでやかな着物をまとい日本舞踊を
披露いたしました。
最後は、参加者全員で「びわ湖周航の歌｣
を合唱し、笑顔の中で記念撮影を行い、交流
を一層深めました。
トピックス
留学生との交流会「国際交流の夕べ」
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愈々新しい一年の春を迎えます。私は日本に
来てもう４年間になります。この長い間に大学
での勉強、多くの人と付き合っていく中での体
験、耳に聞える事などからの勉強といった様々
な形での社会体験といった、日本での生活その
ものが勉強となっています。
私が、日本で最も感動したのは、日本人の礼
儀正しい所です。大学の先生方からボランティア
の方々まで、また生活の中で会った人たちもみんな優しくて、思いやりがあって、す
ごくいいと思います。また、大学の先生と一緒に附属病院で外来診察をした時、医者
の患者さんに対する姿勢に、私は深い印象を持っています。医者は、患者さんに対し
て、親切に接し、患者さんの意志を尊重し、病状に対して真剣に解説していました。
昨年５月中旬、私を含め米山奨学生と日本の受講生約百名が京都でRYLA(Rotary 
Youth Leadership Awards)の活動に参加させていただきました。その三日間で奉仕の
理想を身をもって体験することができました。狂言を体験して、木津川　計氏の「地
域の言葉と音楽のかかわり」の講演を聞いて、日本の伝統的な文化を理解することが
トピックス
大学院博士課程　第４学年　柏　 冰 雪
（皮膚科学講座：高次調節専攻)
日本での留学生活の感想
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できました。さらに、罔木 真理子氏の
「夢とあなたをあきらめないで」の講演を
聴いて、すごく感動しました。私は、どん
なことあっても、あきらめないという気持
ちを持っています。また、仲間と共に学び、班別寸劇発表で、団体の力を体得すること
ができました。将来、この奉仕の活動を、私の地域で生かしたいと思っています。
大学での生活では、面白い、楽しいこともたくさんあります。毎月、先生に生け花を
習っていて、また、有意義な研修旅行に参加して日本の文化、自然を感じたりしていま
す。そして、今年、大学の新年のパーティで滋賀県の伝統的な舞踊を踊りました、すご
く楽しい体験だと思います。
このような日本での留学生活は、自分を変えて、自分の人生の中でかけがえのない宝
物になったことで非常に満足しています。
トピックス
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老兵は　語るべからず
情念を　胸にぞ秘めて　静かに消えむ
辞世の句　これに尽くれど
編集者　困らむ故に　蛇足少々。
仮 面 の 告 白
仮面の私は、創立以来しぶとく生き残り、数学
担当教員として医学生や看護学生の教育を担って
きました。が、素顔の私が教育者としての自覚を
持ったことはあまりありません。
学生達は私にとって何であったかは、場合によ
ってさまざまでした：一緒にだべったり飲んだり
しているときは友達；どこかでたまたま出逢った
だけなら、知人や赤の他人；平穏無事な授業中
は、芸のない道化役者が寒いギャグを恥ずかしげ
もなく連発するのを、凍りついた笑いを浮かべて
聞いて下さっている我慢強いお客様；騒々しい授
業中は、真夜中に大声で徘徊し、警察官に「うる
さい!」と怒鳴られている若年認知症患者；チク
4 4
リ表
4 4
※ に、江戸の敵を長崎で討とうとばかりに、
大喜びで辛辣な本音を書かれたときは、不倶戴天
の敵、でした。誰かを弟子として仕込もうとか、
立派な師匠になろうなどという大それたことは、
夢にも見たことがありません。
物心ついて以来、私の頭の中には「好奇心」と
いうすだま
4 4 4
†の一員が住み着いており、私はその
意のままに操られています。それが命じることに
は、囲碁・旅行などもありますが、大部分は「数
学」と称する知の女神を追っかけ軟派せよ、で
す。未だたいした成果はありませんが。講義や論
文作成などにはあまり興味をいだくことがなく、
魅力のない授業ばかりしている私は、教育者とし
ても失格だったでしょうが、それでも暴動を起こ
すことなくじっと耐えて下さった学生の皆様には
心より感謝するとともにお詫びを申し上げます。
反省！‡しかし、一方では、学問の世界でもっと
も大切な好奇心の命じるままに生きている者が一
人くらい居ても良いのではないか、と都合が良い
理屈を捏ね上げて、この32年間を何とか快適に
暮らしてきました。
どうも申し訳ありません。_o/|_
しかし、最近は、そのようなすだま
4 4 4
の生きる余
地がどんどん狭まっており、ここで区切りがつ
くのはお互いのために良いことだと満足してい
ます。皆様、本当にどうもありがとうございまし
た。これからどう生きていく? ― 好奇心に定年
などありません。今後はその指図通り素顔で堂々
と歩みます、必要なら地獄に堕ちることも辞さず
に。どなたか同行願えると嬉しいのですが、だめ
でしょうね～
拙き文を　許されい これにてパッと　消え去
らむ …… パッ。
※学生による授業評価、ともいう。予習せぬため理解できぬ責任を
｢難しすぎる」講義に転嫁して、サボり学生たちが心置きなくの
びのび遊べるようにとの役割を見事に果たしている。
†敷島のやまとの国の人面鬼身の原住民で、山の神、木の精など多
くの部族がある。
‡だけなら猿でもできる。
退任教授あいさつ
好奇心のまにまに
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本学に脳神経外科が開設された翌年の昭和55年
１月に静岡労災病院(現浜松労災病院)から講師
として着任以来27年３ヶ月、無事に、大過なく、
とは言い難いこともありましたが、脳神経外科学
教室をはじめ、滋賀医科大学の教職員の皆さんに
支えられ定年を迎えることができたことを感謝致
します。
着任した当時はＣ病棟が完成したところで、脳
神経外科病棟は6Ａから3Ｃにすぐに引越しとな
り、半年後にはさらに３B病棟に引越し、とあわ
ただしかったことを思い出します。卒業生はまだ
出ておらず、どの診療科もスタッフは数少なく、
全員が新しい大学病院の基礎を築くのだという意
気込みで職務に励んでいました。
最近気になることはしんどい外科系診療科が敬
遠され、若い人達が後期研修の分野として選ば
なくなってきていることです。易きに流れるの
は人の常ですが､“若い時の苦労は買うてでもせ
よ”と言われるように、学生および研修医の皆さ
んには、楽だから、将来お金が儲かりそうだか
ら、ということで進路を選ぶようなことはせず、
興味があり勉強したいと思う分野を選んでいただ
きたい。こんなことを言うと､“この頃の若い者
は…”と例のごとく言っていると思われそうです
が、この文句は古代ローマ時代からあったとか、
もっと以前にエジプトのパピルスに書かれていた
とか。古の昔から若者と年寄りでは考え方や価値
観が異なっているということかもしれません。も
っとも現在の医師不足は若い人の所為ではなく、
病院勤務の中堅医師の負担が大きくなり、耐え
られなくなって開業したりするため残った医師の
負担がさらに重くなり、また辞める、という悪循
環によるもので、この現状を聞いて若い人達がし
んどい診療科に進むのを敬遠するようになったと
いうことでしょう。いずれにしても最近の医療政
策・環境の変化が原因であり、何らかの対策が必
要なことは間違いありません。
卒業生をはじめ本学で学んだ人達がこれからま
すます活躍し、国内のみならず海外に向ってさら
に飛躍されることを願っています。一方で国立大
学の統合や法人化など大きな変革もあり、本学は
今のところ数少なくなった単科大学として残って
いますが、他大学に飲み込まれないように皆さん
の一層のご健闘を祈るとともに、さらなる発展を
期待します。
退任にあたって　特に学生、研修医の皆さんに一言
脳神経外科学講座　教授　松 田 昌 之
退任教授あいさつ
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クラシック音楽に対して、みなさんはどんなイ
メージを持っていらっしゃるでしょうか。少し前
にドラマ化もされたクラシック漫画「のだめカン
タービレ」の影響で少し馴染みを持ったという人
から、クラシックは難しそう、とっつきにくそう
と感じる人もおられるかもしれませんね。今日は
馴染みの人にもそうでない人にもクラシックを身
近に感じてもらえるよう、クラシック音楽とわが
オーケストラ部の活動について、この場を借りて
紹介したいと思います。
クラシックで使う楽器には弦楽器(バイオリ
ン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス)、木管楽
器(フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴ
ットなど)、金管楽器(ホルン、トランペット、
トロンボーン、チューバなど)、打楽器(ティン
パニー、シンバル、トライアングル、タンバリ
ン、バスドラム[大太鼓]、スネアドラム[小太
鼓]、グロッケン[木琴]、シロフォン[鉄琴]など
など……この他にもいろんな変わった楽器がいっ
ぱい)があります。クラシックといっても様々で
すが、私達がやっているのは総勢60～80名ほど
で演奏する管弦楽曲です。
オーケストラ部の主な活動はまずは何といって
も年２回の定期演奏会で、草津や栗東のホール
を借りて交響曲など管弦楽曲をいくつか演奏しま
す。そのために毎週火曜と木曜に、定期演奏会で
演奏する曲の練習をします。みんなで合奏をする
他に、弦楽器・管楽器に分かれて、それぞれトレ
ーナーの先生に外部から来ていただいて練習する
こともあります。また土曜や日曜に食堂で練習し
ているのを見たことがある人もいらっしゃるかも
しれませんが、定演が近くなると指揮者の先生を
お呼びして練習も行います。そうして半年間、定
演に向けての練習を積み重ねていくのです。定演
は私たちオーケストラ部にとって、運動部でいう
西医体にあたるくらいの大きなイベントであり、
日々コツコツと練習を積んできた成果を最大に発
揮する機会です。演奏会で１つの大きな曲をやり
遂げるたびに、技術的にも精神的にも必ず得るも
のがあると私は思っています。そして終わった演
奏会の反省をまた半年後の次の演奏会へとつなげ
ていくのです。オーケストラ部の活動を知ってい
管弦楽団代表　医学科第３学年　浮 網 聖 実
管弦楽団紹介
キャンパスライフ
●サークル紹介
2006年11月25日　第45回定期演奏会　栗東文化芸術会館さきらにて
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ただくためにはやはり演奏会を見てい
ただく他はないと思います。私たちの
演奏会ではどこかで耳にしたことがあ
るような有名な曲をよく演奏している
ので、クラシックに通じていらっしゃ
る方もそうでない方も幅広く楽しめる
のではないかと思います。ぜひ一度足
を運んでみてください☆
また定演の他にも、卒業式や入学式
で学歌の伴奏をしたり、新歓の時期に
は有志でアンサンブルを組んでコンサ
ートを開いたりなどもしています。大勢で演奏し
ているときも少数で演奏しているときも、いい演
奏ができた瞬間は言葉に尽くせない感動がありま
す。
オーケストラをやっている集団なんて、やっぱ
りみんな大学に入るずっと前から楽器をやって
きた人ばかりなのではないかと、もしかしたら
思われるかもしれませんが、現在オーケストラ部
では、小さい頃から楽器をやってきた経験者だけ
でなく、大学生になって初めて楽器にさわったと
いう初心者もたくさんいるし、また今までやって
きた楽器から転向して新たに別の楽器に挑戦して
いるなんていう部員もいます。私自身、入学当初
は楽器の名前も種類も満足に知らない素人でした
が、なんとなくクラリネットを選んでから３年間
練習を重ねてきて、今では楽器を吹くことが毎日
の楽しみになり、もっともっとうまく
なりたいという思いが日々強くなって
います。また楽器を始める前は、クラ
シック曲は眠くなりそうとのイメージ
があり、わざわざ聴くことなんてあり
ませんでしたが、楽器を始めていろん
な曲を演奏しているともっといろんな
曲を聴きたいという興味も出てきまし
た。ということでクラシックは、意外
に初心者からでも十分楽しむことがで
きるんです。
楽器をやっていて良かったなと思えるのは、
ある程度演奏できるようになると学外の管弦楽
団に混じって演奏したり、全国各地の大学から
集まった人たちでオーケストラを作って演奏会
を行ったりと音楽を通して様々な経験ができ、
たくさんの人と出会って人間関係が広がってい
くということです。初めて出会った人同士で１
つの音楽を作り上げることは単純にとても楽し
くわくわくすることだし、ただ医学生として生
活を送っているだけでは知り合えない幅広い友
達がたくさんできます。
実は楽器ができるという人から、経験はないけ
どちょっと楽器をやってみたいという人まで、少
しでも音楽に興味がある人はお気軽に音楽棟まで
お越しください！
（注）通称：オーケストラ部　大学の登録名は管弦楽団
キャンパスライフ
本番前のリハーサル(管楽器) 本番前のリハーサル(弦楽器)
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テニス部は男子20名、女子30名、総勢50名の
とても大きな部です。この人数ですから、初心
者から経験者まで様々なレベルの人たちがいます
が、皆で一緒に練習をしています。施設は人工芝
コートが２面、ハードコートが３面あり、ガット
張り機やボール出し機なども揃っていて、恵まれ
た環境の下、部員一同日々テニスを楽しんでいま
す。
大会としては、医学科は夏の西医体、関西学生
選手権、春の近医体、看護学科は夏のコメディ
カル大会、関西学生選手権という計五つの大きな
大会があり、さらに年に数回の関西学生個人戦や
近医体個人戦があります。団体戦と個人戦という
二つの形式があることで、多くの部員が高い目標
を持って練習に励むことができています。主な戦
績としては、昨年度男子は二年連続西医体ベスト
８、医学科女子は近医体優勝、看護科女子はコメ
ディカル大会優勝を果たし、その他にも数々の輝
かしい戦績を残しています。
さて、ここまで読んでくださった方々は、テニ
ス部をすごく固い部のように感じたかもしれませ
ん。でも実際にはバーベキュー、スノボ旅行、飲
み会、ケーキバイキングに行ったり、誰かの家で
映画を見たり、琵琶湖で釣りをしたり…皆仲良く
それぞれの学生生活を楽しんでいます。また、西
医体は毎年いろいろな地方で開催されるので、大
会が終わった後にはみんなで観光をしたりもしま
す。
ここで、少しだけテニスの説明をさせてくださ
い。まずテニスは、瞬発力とスタミナの両方が
必要とされる競技である反面、若年層から老年層
まで幅広い世代で親しまれているため、生涯スポ
ーツの代表といわれており、国内のテニス人口が
1100万人を越える人気スポーツです。種目として
は、シングルスとダブルスがありますが、同じ競
技ながら、両者は全く異なるスポーツと言っても
過言ではなく、それぞれがテニスをより面白いも
のにしていると感じます。
テニス部主将　医学科第３学年　國 津 智 彬
キャンパスライフ
テニス部紹介
●サークル紹介
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ではまずシングルスですが、フェデラーやシ
ャラポワといった選手が試合をしている光景
を、テレビで見たことがあるのではないでしょう
か。１対１でボールを打ち合う種目です。相手の
コートに１球でも多くボールを打ち返すという簡
単なルールにも関わらず､“どこにどんなボール
をどのタイミングで”打ち込むか、その可能性は
無限大で、幾通りもの戦い方が存在します。一方
でダブルスは、２対２でボールを打ち合う種目で
す。シングルスでは到底敵わないような体の大き
な相手がペアを組んでも、息の合ったペアには勝
てません。体力自慢の大学生であっても、ちぐは
ぐなプレーをしてしまえば、試合巧者のおじさん
には負けてしまいます。ダブルスは体力よりも戦
略と一瞬の判断力を必要とする種目であり、テニ
スが生涯スポーツの代表とまで言われる所以では
ないかと思います。信頼しあえるペアと何度も戦
略を話し合ったり、共に戦って喜びや悲しみを分
かちあったり、これもダブルスの醍醐味ではない
でしょうか。
試合中のある瞬間、それこそ一試合に一度ある
かないかというくらい集中した瞬間に、人間の体
は無意識に動きます。反応が思考を上回ったその
瞬間に、選手は自分でも何が起きたか分からない
ような、その場にいる皆が鳥肌が立つようなショ
ットを放ち、試合を決めます。私は、この瞬間の
味が忘れられず、またそんな瞬間を味わわせてく
れる仲間がいるから、この部でテニスを続けてい
るのだと思います。
最後になりますが、初心者でテニスを始めて部
内で一番強くなった人もたくさんいます。経験者
でも、努力しだいで今よりもっと上達できます。
大会が終わった時には、悔しさと感動とで涙さえ
流します。テニスは一人ではできません。いつで
も自分の好きなだけ練習ができて、そしてそれに
付き合ってくれる先輩達、仲間達のいる空間。テ
ニス部はそんな所かなと思います。一度テニスを
してみたいな、と思った人は是非一度コートに来
てみてください。歓迎しますよ。一緒にテニスを
しましょう。
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２月はじめに同窓会が開催された。昭和
61年(1986)の３月に卒業して約21年が経っ
た。
同窓会の音頭取りで、10年区切りごとに
同窓会が行われている、同日同時刻に16期生
の同窓会もおこなわれていたが、われわれ６
期生の出席者数は16期生のほぼ倍の人数であ
った。遠くは北は青森、南は沖縄から１夜限
りの宴に駆けつけた。
10年前の同窓会の席上で、幹事のだれか
が言った「医者も10年使いごろ」という言葉
が思い出される。あれから10年、同期生の外
観はすこぶる変化していた。頭髪は白髪や後
退をきたし、同窓会の席上披露された学生時
代の写真とまったく異なる顔が並んでいた。
コマネズミのように駆け回り、目の前の
ことにだけ忙殺されていた10年前から比べ
て、社会的立場も大きく変わってきた。多
くの同期生がそれなりに責任のある地位につ
いたり、開業して一国一城の主になった者も
多くいる。目の前のことのみを見ていた近視
眼的な見方から鳥瞰図的見方に変わってきて
おり、地域医療の中核を担っているという自
負も表れてきていた。時間的余裕もできてき
た。今回、参加者が多かった理由かと思う。
多くの変化があったけれど、変わらない
ものもあった。しぐさであり、話しかたで
ある。授業中隣の席の友達とおしゃべりば
かりしていたものは、相変わらず、ひとの
挨拶を聞かずにおしゃべりばかりしていた。
学生時代に築き上げた、形成されたものが
変わらず維持されていることに思い知らされ
た。また、裏を返せば学生時代に築いた物を
持ちつづけられたひと、明確な自己というも
のを持ち得たひとが、がんばっているのかと
思ったりもした。そして、学生時代の人格形
●卒業生から一言
卒後20年
解剖学講座　助教授(医学科第６期生）　黒 川 　 清
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成やその人の考え方の根本的な部分の重要さ
を教員として痛感しました。また、６期生は
非常にいろいろなひとがいた。入学時、高校
卒業したての若者から36歳の親父までいた。
heterogeneityが強いけれどもまとまりもあ
った、そのような集団に身を置いたことを非
常に尊い経験だと思い、教員としてそのよう
な集団をつくり出せればと考える今日この頃
である。
卒後20年目の同窓会で恩師を囲んで
キャンパスライフ
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滋賀医大１回生の時に阪神大震災で被災し「明
日は何が起こるかわからない、人生楽しまなき
ゃ」と開き直り、欲張りに好奇心のおもむくまま
色んな経験をしてきました。お陰で、学生時代も
就職してからも失敗の連続でした。決して順風満
帆ではなく、何度も何度も挫折し、時には夢を見
失って、それでも何とか歩いています。そんな私
のドジな体験から学んだ、女性が専門職として働
く上で大切なこと、多分あまり教えてくれないで
あろう秘密を可愛い後輩達にこっそりお伝え致し
ます。
学生時代に身につけたのは柔軟な思考でした。
色んな事にチャレンジし、失敗しながら試行錯誤
して得たものです。就職してもやはりたくさん
失敗して、解決すべきことから多くを学習し問題
をポジティブにとらえることができるようになる
と、多少の事では動じず目の前の事を受け入れる
ことができるようになってきました。これは多様
な価値観を持ったクライエントに接する看護職、
特に生活の場に入り込んでいく保健師に必要なこ
とでした。
学生は失敗してもまだ許される時です。臨床実
習では失敗を恐れず様々な事にチャレンジしてみ
て下さい。社会経験が長くなってからの失敗は、
時に取り返しのつかない事態になることもありま
す。わからないことを素直にわからないと言える
環境はとても恵まれています。サポートしてもら
える時期にチャレンジする勇気があれば、飛躍す
ることができます。
私達看護１·２期生は、ロール・モデルになる
先輩がおらず、多少なりとも茨の道を歩んできて
います。私自身、最初の就職で失敗し、歓迎され
ない職場で、居場所を求めて自分を見失い、体調
を崩し、それを取り戻すまでには随分と時間がか
かりました。その経験から、失敗を認め、ダメと
思ったら早めに方向転換することも必要だと思っ
ています。現実に押しつぶされ、せっかく苦労し
て得たライセンスを無駄にしている優秀な仲間を
みていると、とても残念です。
私は、幸いにして、仕事が辛く悩んでいた時
に、仲間や恩師が支えてくれたので、何とか仕事
を続けられています。特に実習を一緒に過ごし
た仲間は、お互いの看護観や特性をよく知ってい
て、良いところも悪いところも理解して冷静なア
幸せは歩いてこない♪だから歩いてゆくんだね♪
キャンパスライフ
●卒業生から一言
地域生活看護学講座　助手(看護学科第2期生）　上 間 美 穂
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ドバイスをくれます。大学で同じ時間を共有して
いる仲間を大切にして下さい。
次に、女性にとって大きく立ちはだかる現実、
結婚も興味あるでしょう。こればかりは縁とタイ
ミング、努力でできるものではありません。夢を
実現するためにはパートナー選びは重要です。
家族は一緒にいて共に輝くことができれば素敵
な家族です。でもその逆も多々ありうるのです。
幸せな時は良くても、家族には必ずおとずれる家
族の危機があります。乗り越えるべき課題を上手
く乗り切ることのできる家族は、ポジティブな行
動が可能です。そうでない場合、家族の不均衡が
家族内の最も弱者である妻や子どもに向かい、家
族病理を生み出すこともあります。仕事で出会っ
た何千もの家族の中には、障害を持つ子どもの出
産それが原因で離婚するケース、一見幸せそうに
みえる家庭に潜在する虐待やＤＶ、家族のダイナ
ミクスはプラスにもマイナスにも働くことを目の
当たりにしてきました。
仕事を持つ女性は自立しているようにみえま
す。しかし社会にはダブルスタンダードは存在し
ており、常識はまだまだ男性中心です。女性、子
どもはその重荷を背負わされることも多いです。
内助の功に対しては世間も好意的ですが、その逆
には厳しく冷たいこともあります。結婚してから
パートナーを教育するのはとても難しいです。日
本人の場合、例えパートナーが合意していても周
辺の親族も入り込んでくることもあります。少な
くともお互い基本的価値観が共有できていれば、
それらも容易に解決することができるでしょう。
結婚前にお互い夢のベクトルの基本合意がどこま
でできているか確認すべきなのかもしれません。
結婚は勝利宣言ではありません。すべてはここか
ら始まるのです。
誰もあなたのために道をつくってはくれませ
ん。自らの道は自分で切り開くしかないのです。
転んだり、迷ったりしながら歩んでゆくのです。
三歩進んで二歩さがる。一歩一歩前に進む。立ち
止まってしまった時は、チャンスが巡ってきた時
にそれをつかむことのできる能力を高める努力を
する時です。失敗を恐れず、素敵な仲間と共に夢
に向かって歩んで下さい。幸せは歩いて来ない♪
だから歩いてゆくんだね♪　
キャンパスライフ
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本学では、教職員の努力と学生の意欲がかみ合い、双方にとって充実感のあ
るキャンパスライフを創るには、学生諸君の意見や希望を聴取し、適切に大学
の運営に反映させていくことが重要と考え、学長と学生との懇談会を開催して
います。今年度は医学科第１学年・編入第２学年及び看護学科第１学年・編入
第３学年を対象に開催され、学生から修学・学生生活・学内施設に関して多く
の意見や希望があり、関係委員会等で検討を行った内容のうち、主だった事項
について以下のとおりお知らせします。
なお、一般教養棟一階ロビー及び看護学科棟一階ロビーに「ご意見箱」を設
けていますので、意見や希望をお寄せください。
●施設関係
1　大学にウォータークーラーを設置してほしい。
　使用頻度が少なく、常時使用しないと夏
季など大腸菌等の雑菌が繁殖し、飲料水の
汚染が考えられ、また、メンテナンスや電気
の使用量の問題もあり、設置は難しいです。
2　食堂が非常に混雑するので、食堂を拡充して
ほしい。
　平成19年度予算で食堂ホールの拡張及び
下膳コーナーの改修等を予定していますの
で、もうしばらくお待ちください。
3　福利棟、食堂以外にも、昼休みに食事のでき
る場所を設けてほしい。
　一般教養棟１階及び基礎実習棟２階にフ
リースペースが設けてありますので、そこ
を利用いただいても良いと思います。
4　看護学科のロッカールーム(更衣室)が狭い。
ロッカー自体が小さい上に部屋自体が手
狭で、しかもロッカーの配置に配慮が欲し
い。
　現在のロッカールームのレイアウト等に
ついては、数年前の学生の以下の意見によ
り変更したものです。
○体育・実習時の着替えがしにくいので、 
　ロッカーの配置を工夫してほしい。
○同一学年が連続にならないようにしてほ
　しい。
○出入り口附近のロッカーはドアを開けて
　も見えないようにしてほしい。
使い勝手が悪いようでしたら、学生の皆さ
んで意見をまとめ提案してください。
5　トレーニング施設を新しくしてほしい。
　予算の関係もあり、新しいトレーニング
施設を設置することは難しいです。現存の
トレーニング施設をできるだけ整理・整頓
をして利用してください。
●教務関係
１　今後、医療人GPのようなプログラムを更に
充実してほしい。　
　協力いただいた患者様やシンポジウムに
参加された市民の方からも好評をいただき
ました。引き続きGPの採択に向けて努力し
ていきます。
２　もっと､看護学科の人と接点があるとうれし
い。(医学科学生）
　法学、文学、芸術学、地域文化論では、
医・看共同で授業を行っています。さら
に、来年度からは、教育学、現代社会と科
学、医学生命科学入門Ⅰ、文化人類学、東
アジア史(歴史学)の共同授業を加える予定
です。このような授業を通じて医学科と看
護学科の学生の親睦を図っていくのも一つ
の方法だと思います。また、学園祭におい
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て、医学科と看護学科の学生で模擬店等を
出店するのも一つの方法だと思います。
3　医学科第１学年のＢクラスは水曜日の2･3時
限目が空いていてこの時間が非常に使いにく
い。Aクラスを基準に作ったように思えます。
　非常勤講師等教員の都合でやむを得ず空
いてしまいました。次年度は、なるべく授
業が空くことがないよう調整します。
●学生生活関係
1　看護学科１階に食品(菓子・パン)の自動販売
機を設置してほしい。
　生協に依頼したところ、看護学科棟１
階にある４機の自動販売機のうち１機を
菓子・パン用にする予定とのことです。な
お、内容等については、生協の学生委員を
通じて学生の意見を聞き、実施したいとの
ことです。
2　本学ではNTTドコモの携帯電話「mova」の
電波状態が非常に悪いので､「mova」のアン
テナを近くに立ててほしい。
　現在、本学には、NTTドコモの「FOMA」ア
ンテナが立っています。これは、NTTドコ
モから構内にアンテナを設置したいとの要
望があり、これを大学が許可し、NTTドコ
モの経費で立てたものです。他にはこのよ
うな設置の要望がありませんので、現在の
ところ本学としてはアンテナを設置する計
画はありません。利用者の方から企業に要
望してみるのも一つの方法だと思います。
3　掲示板の掲示物はどれが新しいものか分から
ないので工夫して掲示してほしい。
　　　期限切れの掲示等を細やかにチェックし、
掲示板が見やすくなるように心がけます。
●入試関係
1　受験時の成績を開示してほしい。
　不合格者については、本人の請求に基づ
き、本人に限って開示しています。在学生に
ついては、成績開示の予定はありません。
●マルティメディアセンター関係
1　MMC１階の演習室は、9：00～19：00使用
可能だが、24時間フルに使用できるように
ならないか。
　以前からの利用時間の拡大要望と管理体制
を勘案した結果、平成17年４月から､「演習
室」及び「ブラウジング室」の利用時間を、
17時までのところ19時までに時間延長しまし
た。
　今回の「24時間フル使用」の要望に関し
て、｢演習室」の構造上、人の目が届きにく
いことや24時間空調運転が必要になること。
また、時間延長後においても、飲食物の持ち
込みによりアリの大群が発生したこと、プリ
ンタの廃トナーをトイレへのばら撒きがあっ
たことやプリンタの一部損壊があったことな
ど、マナー違反が発生しており、これらに起
因する障害が発生した場合、翌日の授業等に
影響が出る懸念があります。
　さらには、MMCのロビーには、24時間
利用可能な18台のパソコンが設置されてお
り、利用率がごく一時的に高まることがあ
っても、常時全台が利用されている状況に
はなっておりません。今後も利用状況の推
移は見守りますが、これらのことから、当
面、現行の利用時間を継続することといた
します。
　最後になりますが、気持ちよく利用して
いただくためにも、マナーを遵守していた
だくことを申し添えます。
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去る12月21日㈭午後５時から附属病院の職員食堂において
学生有志によるクリスマスコンサートが開催されました。
バイオリン、ピアノ、パーカッションによって、クリスマス
にちなんだ「いつか王子さまが｣、｢A Whole New World｣、
アニメ「となりのトトロ｣や琉球音楽「涙そうそう」など多く
の曲が演奏されました。
当日は、入院患者さんをはじめ多数の来聴者があり、病院の
中であることを忘れさせるような演奏に皆聞き入り、入院生活
の中で楽しいひとときとなりました。
キャンパス ライフ
院内クリスマスコンサートを開催
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■監査報告
第32回若鮎祭の会計監査を行ったところ、適正かつ正確に運営されていたことを報告します。
第32回 若鮎祭実行委員会委員長　倉橋　幸也
■支　出
局 項目 合計：支出
総 務
印刷費 ￥5,000
郵送費 ￥4,000
文具費 ￥858
衛生費 ￥18,809
設営費 ￥7,108
水道設備費 ￥40,110
計 ￥75,885 
企 画
郵送費 ￥10,368
印刷費 ￥1,548
文具費 ￥3,647
材料費 ￥409,554
謝礼 ￥201,300
計 ￥626,417 
ステージ
印刷費 ￥2,610
文具費 ￥2,424
謝礼 ￥1,450,525
材料費 ￥99,010
設営費 ￥2,584,499
計 ￥4,139,068 
広 報
印刷費 ￥886
装飾費 ￥19,391
文具費 ￥10,003
郵送費 ￥3,800
Ｔシャツ•パーカー制作費 ￥805,000
コンテスト景品費 ￥29,300
パンフレット制作費 ￥464,000
イベント費 ￥91,716
計 ￥1,424,096 
広 告
文具費 ￥3,034
印刷費 ￥2,435
交通費 ￥25,850
郵送費 ￥12,000
計 ￥43,319 
財 務
印刷費 ￥47,910
手数料 ￥11,875
郵送費 ￥8,170
文具費 ￥315
計 ￥68,270 
本 部
印刷費 ￥3,750
郵送費 ￥760
前年度分補填費 ￥21,210
保険費 ￥100,410
バス増便費 ￥8,265
文具・雑費 ￥62,604
次年度繰越金 ￥3,836,178
計 ￥4,033,177 
総　　　計 ￥10,410,232 
■収　入
局 項　　　　目 合計：収入
総 務
模擬店出店費 ￥425,000
フリーマーケット ￥20,500
計 ￥445,500 
企 画
縁日収入 ￥12,670
スポーツ参加費 ￥56,000
計 ￥68,670 
広 報
Tシャツ、パーカー売上 ￥1,424,500
計 ￥1,424,500 
広 告
広告費 ￥1,704,000
計 ￥1,704,000 
財 務
利息 ￥2,016
大口寄付 ￥2,518,000
学内寄付 ￥973,000
学外寄付 ￥230,000
計 ￥3,723,016 
本 部
学生課物品援助 ￥149,674 
スタッフジャンパー収益 ￥1,442
前年度繰越金 ￥2,893,430
計 ￥3,044,546 
総　　　計 ￥10,410,232 
インフォメーション
第32回　若鮎祭収支報告書
若鮎祭実行委員会
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インターネットを使えば、ほとんど体を動かさなくても、世界
中からいろいろなものを手に入れることが可能となりました。
面倒な労力を使わなくても、豊かで便利な生活ができるように
なりました。
ところが、最近の世の中はストレスの時代とか不安の時代な
どと暗いイメージで呼ばれてしまいます。うつ病の人が激増し
ているとも言われ、日本国内の年間自殺者総数は３万人以上と
いう事態が何年も続いています。うつ病患者が若年化している
とも言われていて、学生のみなさんにとっても全くの他人ごと
ではないのかもしれません。そのためか、からだの健康だけで
はなくて、こころの健康がとても大切にされてきているようで
す。こころの時代という考え方もあるようです。メンタルヘル
スということばはかなり一般的に使われるようになって、ここ
ろのケアという考え方も広まっています。今回は感染症の話題
や花粉症のトピックといったからだの健康の話題ではなくて、
そんなこころの健康を話題にしようと思います。
医療技術が飛躍的な進歩を示すなかでは、ヒトの精神状態や
性格傾向について、脳画像解析や分子遺伝学的手法などを駆使
して、科学的に解明していこうとするさまざまな研究もみられ
ますが、まだまだヒトのこころについては分からないことばかり
のようで、それがヒトという生き物の魅力でもあるのでしょう。
ヒトのこころはいろいろなことに影響されて、明るくなった
り、暗くなったり、喜んだり、怒ったりしてしまいます。明る
く元気であれば、そのままでいいのでしょうが、暗く沈んだき
もちが続いているなら、それは問題です。そんな暗く沈んだき
もちになると、からだには疲労感とか倦怠感と呼ばれるような
感覚を抱いてしまうものです。ヒトのからだとこころは全く独
からだの健康とこころの健康
田上の菜の花
湖南アルプスの堂山
保健管理センターだより
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保健管理センター　講師　村 下  淳
立しているものではなく、相互に干渉しあっているとしか思わ
れません。
学生のみなさんは年齢的には知力も体力も最も活発な年代で
す。こころもきもちも最も活発なはずですが、実際にはとても
敏感で繊細な時期と思います。ごく些細なことがきっかけにな
って、それまで安定していたこころが急にバランスを崩してし
まうこともあるでしょう。そして、そんなときにはからだもバ
ランスをくずしてしまうものです。
こころを健康に保つためには、からだも健康に保っておく必
要がありそうです。こころの健康を維持したり、こころの健康
のレベルアップを図るためには、今はからだに大きな現病歴が
なくても、ふだんの毎日の生活のなかでのからだの健康維持は
とても大切なものであると再確認してほしいものです。
現代人らしい夜型の睡眠覚醒リズムは好ましくありません。
季節を問わず空調に依存して、換気もしない室内空間での居住
も改めましょう。紫外線の影響も気になるところでしょうが、
新鮮な外気にからだを開放して、適度な運動を続けてみましょ
う。偏食をせず、栄養バランスをつねに意識しましょう。安全
な食生活は必ずおいしいと感じるでしょうし、おいしいこと自
体がこころの健康維持にもつながるはずでしょう。
なんだか毎日の生活の当たり前を羅列しているだけですが、
もうひとつ。ささいなことでも面倒がらずに、積極的にからだ
を動かしましょう。怠惰なこころやからだにならないように、
いつも活動的でいてほしいものです。きっと、そんな当たり前
のところからからだの健康だけではなくて、こころの健康も育
まれるでしょう。
奥琵琶湖からの竹生島
野洲川の夕暮れ
信楽（朝宮）の小川
保健管理センターだより
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日付 ３　㈫ ４　㈬ ５㈭ ６　㈮
９
㈪
10
㈫
????
??
? 医　５ 医　４ 医　６ 看　４ 看　２ 看　３
??????? ? ????? ??????????? ???
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
9:00 ??
· ??
? ????? ?????? ??? ?????? ??? ?????? ??? ?????? ??? ??????
????????????????????????????
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????????? ?????????
10:00 ??????? ??? ?????? ??? ?????? ??? ??????? ??? ?????? ??? ???
?????????? ??
· ??
? ???
· ??
11:00 ?????????? ?? ??? ?????? ??? ?????? ?????????? ?? ?????????
12:00
昼　食　・　休　憩 昼　食　・　休　憩 昼食休憩 昼　食　・　休　憩
13:00 ?????????? ??? ??
· ??
· ????
???? ??
· ??
? ????? ?????? ??? ?????? ??? ?????? ???? ??
· ??
? ????? ???????????????
????????? ?????????
14:00 ??????? ??? ??????? ??? ?????? ??? ?????? ???
??????? ??? ??????? ???
15:00 ?? ??
· ??
· ????
??????????? ?????? ?? ?????? ????
· ??
· ??
· ???
????????
??? ??
· ??
? ? ??? ??
· ??
? ???????
16:00
17:00
レントゲン車 １台 レントゲン車 １台 クラブ紹介 レントゲン車１台
????
?
１　｢測定」は、血圧・身長・体重の自己測定を示す。
２　新入生・看護学科３回編入生
検尿スピッツは４月６日㈮の新入生研修(学内)会場前に提出、健康診断票は健康診断終了後、胸部Ｘ線受付場所へ提出
３　在学生
検尿当日受付でスピッツを渡し、後日早朝尿を保健管理センターに提出
４月２日(月)からでも、｢測定」のみは随時実施可能
当日に尿提出できない者は４月９日㈪から13日㈮の9：00～15：00に保健管理センター処置室前に提出
４　医学科３年学士編入生は、上記検査項目以外に採血・心電図の検査も受けること。
※　胸部Ｘ線､検尿､血液検査の結果については､各自に結果表をお返ししますので､掲示があれば必ず保健管理センターに取りにくること。
平成19年度 
学生定期健康診断・オリエンテーション学年別日程表
保健管理センターだより
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編集後記
●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、勢多が多用されている。
それに勢多は「勢（いきおい）が多い」という佳字名称である。従って、いきおいが多かれ
と願う本学関係者の想いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
勢多だより　No. 75
発行年月日：平成19年３月23日
編集：｢勢多だより」編集担当者会議
発行：滋賀医科大学広報委員会
春三月は、職務を全うされた先生方と
の名残惜しい別れがあり、祝福しながら
送り出す卒業生との晴れやかな別れもあ
ります。
退任される先生方、長い間のご指導
有り難うございました。卒業される医学
生、看護学生の皆さん、滋賀医大で学ん
だことをどうぞ誇りにして下さい。皆さ
んが健康に留意して、医療人として活躍
されることを大いに期待しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　編集委員長　今本喜久子

